
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































市町村議会議員選挙 48 30 63
市町村長選挙 22 12 55
都道府県議会議員選挙 10 6 60
都道府県知事選挙 6 5 83
衆議院議員総選挙 22 18 82
参議院議員通常選挙 17 10 59










































































































































































































































































選挙を経験した人 54 31 85
まだ選挙を経験していない人 7 18 25























































































選挙を経験していない人 14 11 3


























選挙を経験した人 72 12 1
選挙を経験していない人 20 5 3













選挙を経験した人 29 54 2
選挙を経験していない人 6 19 3















































１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位
市町村議員 24 48 14 8 9 7
市町村長 62 32 3 5 3 5
都道府県議員 2 4 26 52 10 16
都道府県知事 10 15 48 25 12 0
衆議院議員 10 3 15 10 66 6





































































はい いいえ NA はいの割合（％）







小学校 中学校 高校 その他










よく覚えている ある程度覚えている あまり覚えていない NA




























































































































はい いいえ NA はい（％）









より高い 同じ より劣る NA


















はい いいえ NA はい（％）










はい いいえ NA はい（％）















はい いいえ NA はい（％）









好き 一概に言えない 嫌い NA









改革 利権 NA 改革（％） 利権（％）









信用できる 一概に言えない 信用できない NA
















はい いいえ NA はい（％）






























































































はい いいえ NA はい（％）
26 85 2 23.0
表９−４　国政選挙での政党のマニフェスト・公約は読んでいますか。（113人全員）
はい いいえ NA はい（％）
マニフェスト 29 82 2 25.7






































はい いいえ NA はい（％）
新聞を毎日読む 29 82 2 25.7
テレビのニュース・政治報道 98 13 2 86.7























よく話す たまに話す 余り話さない NA









よく話す たまに話す 余り話さない NA















































































西暦 47年 50年 51年 52年 56年 58年 62年 69年 83年 2012現在
衆議院 25 30 25 20 15 12
参議院 25 25 23 18 17
知事 30 25 20 17
県議 30 20 15 12 9 9
政令市長 20 15 14
政令市議 20 15 12 9 9
市長 20 15 10 7 7
市議 20 15 10 7 7
町村長 20 10 7 5 5











はい いいえ NA はい（％）
候補者の中に個人的に知っている人がいますか。 27 84 2 23.9




































はい いいえ NA はい（％）
自分の代表者としてふさわしい候補がいると感じたこと
がありますか。 9 101 3 7.1
できれば政治家になってみたいと思うことがありますか。 20 91 2 17.7
友人・知人を議員や長にしたいと思うことがある。 16 96 1 14.2

































はい いいえ NA はい（％）
クラス委員、生徒会長などに立候補したことがあります
か。 42 70 1 37.2
クラス委員や生徒会長の選挙では候補者たちは積極的に
立候補しましたか。 43 69 1 38.1



























































はい いいえ NA はい（％）
学校で選挙管理をしたことがありますか。 24 88 1 21.2
選挙管理の事務を手伝ってみたい。 36 75 2 31.9
　回答者の21.2％が、学校で選挙管理を体験
したことがあり、31.9％は公職選挙において、
選挙管理の事務を手伝ってみたいと回答して
いる。選挙管理の事務には、現在、多くの自
治体で若者の啓発をかねて、参加を求めてい
るので、その希望者が多いことは、日本の未
来にとって、よいニュースといえる。
⑵　選挙管理への関心
　選挙は公正な管理執行を行う中立的な機関
がなければ成り立たない。選挙管理員会は
そのために長・内閣などの執行機関から独立
した行政委員会として設置されている。
　若者は、この選挙管理の重要さについて、
理解しているだろうか。
12　若者が投票参加するようになる
　　には
　アンケートの最後の設問は、端的に、若者
が、自分達が投票に参加するために必要だと
考える対策はなにかというものである。
表12　どうすれば20代の若者は選挙にいくと思いますか。
事由記載内容の分類 人数
　１　若者は政治・政党・政治家・政策がもっと信頼できるものにならなければ選挙にはいかない
　　　だろう。
18人
　２　若者は、選挙の情報が不足しており、政治、政策、候補者の情報がもっと得られれば選挙に
　　　いくだろう。
14人
　３　若者は投票方法を現代的に変えたら選挙に行くだろう。 12人
　４　若者は、選挙・政治教育の改善をすれば、選挙にいくだろう。 12人
　５　若者が求める政策・マニフェストを用意すれば選挙にいくだろう。 9人
　６　若者の共感を得られる候補者を用意すれば選挙にいくだろう。 7人
　７　若者は、投票の重さを実感できるようにすれば、選挙にいくだろう。 5人
　８　若者は、選挙運動を盛んにするなら、選挙にいくだろう。 3人
　９　若者はマスコミを操作すれば選挙にいくだろう。 1人
１０　若者は現状に満足しているから投票に行かないので、酷い政治になれば投票にいくだろう。 2人
１１　選挙にいかない若者は、投票を義務化し、罰則を設けなければいかないだろう。 9人
１２　若者は、投票にいくことで何らかのメリットを与えられれば選挙にいくだろう。 9人
１３　興味がない若者は、どうやっても投票には結局いかないだろう。 5人
１４　そもそも選挙にいくことは、本当にいいことなのか。 1人
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　もっとも多い回答は、「政治・政党・政治家・
政策がもっと信頼できるものにならなければ
ならない」（18人）というものである。若者は、
2009年選挙で政権交代が起きたときに現政権
が約束した子ども手当、高速道路無料化、ダ
ム建設の中止などの多くのマニフェスト項
目、普天間基地の移転公約などがほとんど実
現されず、逆に増税論議などを進めている状
況を目の当たりにしている。
　次に多い回答は、「選挙の情報が不足して
おり、政治、政策、候補者の情報がもっと得
られればならない」（14人）というものである。
現代の選挙制度は、国政選挙の候補者を政党
の執行部が決定し、政治資金を国の公的助成
に頼るものとなっており、立候補から選挙運
動に至る過程で有権者との関わりが大変少な
い。制限された選挙運動では、候補者との接
点がほとんどない。８の「選挙運動を盛んに」
すべきだ（３人）という意見もこれに類する。
　３番目の回答は、「投票方法を現代的に変
えるべきだ」（12人）というものである。こ
れは、投票所投票方式を変えてネット投票を
導入することなどを指すものと、選挙制度の
複雑さを指摘するものとあるようだが、選挙
制度は、mixed systemからその代表の正当
性が原理的に合理的に説明できるものに変更
しないかぎり、納得は得られないだろう。ネッ
ト投票については、投票の秘密、公正さの確
保の点で、公職選挙には馴染まないものと思
う。
　４の「若者は、選挙・政治教育の改善をす
れば」（12人）改善されるとするものは、現
在の教育に改善の余地があることを示すもの
と思われる。選挙と政治に関する学校教育
は、最近、制度のしくみは教えているが、そ
の公民として積極的に選挙に関わるための知
識・自覚を教えることが少ないとの意見があ
り、その強化が考えられつつある。ただし、
学校教育で政治・選挙に関する積極的な教育
を抑制してきたのは、実は政府の方であった
ように思う。
　また、若者が求める政策、公約を政党や候
補が示せば投票するだろう、若者が共感でき
る候補者が現れるなら投票するだろうと考え
るもの（合計16人）があり、選挙が若者から
遠いところで行われている現状の改善が必要
だとしている。そのとおりであろう。
　投票を義務化し、投票棄権には罰則等のペ
ナルティを与えればいい（９人）という意見
と、投票者に何らかの利益を与えればいい（９
人）という意見もある。これらは行政的な臨
床的な対処方であるが、選挙権の本質的性格
に拘わる重大な変更なので、慎重を要する課
題である。投票の義務化とペナルティは、イ
タリアなどいくつかの国で採用されている
が、確かに投票率は高くなる。その一方で有
権者登録制にして投票参加をしにくくしてい
る国もある。
　この設問は重要なので、自由記述式にし
た。その全回答を掲げておく。
問50　どうすれば20代の若者は選挙にいくと思いますか。
１　若者は政治・政党・政治家・政策がもっと信頼できるものにならなければ選挙にはいか
ないだろう。18人
○国民が自分の一票が国政に影響を与えるような政治が必要、マニフェストを簡単に覆すよ
うな政治をしていては若者の関心はより薄れてしまう。
○政治家がもっと政策を行っていけばそれに対する関心も湧いてくると思う。どの政党に
なっても同じような感じならば、政治への関心はなくなると思う。
○公約を掲げる上でどのようなプロセスでそうなったかをはっきりして貰い、首相及び大臣
をそう簡単に交代しないことを、口先だけにしないことで、少しは信用を取り戻し、選挙
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に行くと思います。
○１政治家が、国民全員が納得できる世の中にしていけば、政治に対する関心が高まってい
くと思う。２若者だけでないのですが、納税の件で、サラリーマンの税負担があまりにも
重すぎると思うので、世の中が不公平であると感じる。
○現在の政治の印象がとても悪いので、もっと国民のために動くという姿勢を見せた方がい
いと思う。民主党政権に交代した時の選挙では、日本を変えて欲しいという気持ちで若者
が投票に参加したとニュースで聞いたので、国民に期待をもたせるような政治を行うべき
だと思う。その期待に応えられるように、政党は政治を行っていかなければならないと思
う。
○かたくるしいだけでなく、言ったこと（公約）を実現すれば、自分は行く。
○口だけでなく行動する人材。
○本当に信用できる人がいればいくと思う。
○住民の意見を確実に反映する者がいれば、若者も政治的感心を持つと思われる。
○政治家が世の中を変える所を見せて下さい。
○良い政治家が現れること。
○有能な政治家が増えること。
○有名人の立候補
○政治家がきちんと公約を守り、仕事を果たし、日本を少しでも良くすることができれば、
若者の政治に対する期待も高まり選挙にいくと思う。
○国会議員全員が本当に国民のためを考えて行動するようになれば。
○上の方に立っている自分のことと諸外国のことしか考えていない人間を排除して、本当に、
日本と国民の事を考え、且つ、他国に内政干渉されないような人達が上に立てばついてく
ると思います。
○本当に信用できる政治家がいれば選挙に行くと思われる。
○いまいち政治家を信頼できないので信頼できる人が欲しい。選挙することに希望を見いだ
せない。
２　若者は、選挙の情報が不足しており、政治、政策、候補者の情報がもっと得られれば選
挙にいくだろう。14人
○よく知っている人が居ると、行く人が増えると思うので、より候補者のことを知ることが
できるような環境を整える事が必要。
○立候補者の情報が少なすぎる。
○もっと地域の大学や公共施設などで、選挙について講演会を開くとか、今の政治について
学生との意見交換会を開けばいいと思う。
○政治にもっと関心を持って貰うような政策や仕組みが必要だと思います。民放の国会議員
達の討論番組は人気があると思います。（特にそれなりの知識・考えをもっていて、しっ
かり意見を言う芸人が出ている番組はより若者に受けがよいと思います。政治課題や政策
の進行度みたいなものを毎月インターネット等で公開したり、現場のナマの国民の声を直
接訴えられるような仕組みを創るべきだとおもいます。
○テレビ等への政治家の露出を多くして、政治をもっと身近なものにすれば、少人数なら少
しずつ関心をもつ人を増やせると思います。
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○とにかく市町村では何をやっているかを、マスコミを通じて幅広く情報を流し、国会議員
などは何を目的としてやっているか大まかでいいから発言して欲しい（マニフェストが分
からない若者が多いから）
○選挙での活動以外にもマスコミやメディアを使い、情報を若い人に傾けるべきだと思う。
○良くも悪くも（できれば良い方が）どのような政策を行っているのかを、大々的に示して、
知ってもらうことが第一歩だと思います。
○若者が興味をもてるように、もっと候補者について知ってもらうことが必要だと考える。
○新聞やニュースなどのマスメディアを通じて選挙に行くメリットを伝える。
○現段階では政治に対して余り興味がわかない、関係ないと思うことが多いので、私たちが
そういった話を聞けるような機会があればよいのでは。
○興味をわかす。
○政治に対して興味を持てるようにする。
○関心を持って貰う工夫をする。
３　若者は投票方法を現代的に変えたら選挙に行くだろう。12人
○行くのでなくインターネットでの投票などに変えればいい。
○インターネット投票などによる簡易化。
○ケータイとかのメールを使って選挙を行う。政治に親近感を与える。
○ネット投票をしっかり導入。
○ネット等を利用して手軽にできれば便利だと思う。
○電子投票を可能にすれば、行く人が増えると思う。
○投票所に行くのが面倒ということもあり、選挙のはがきがきたり、ポストに入れて収集す
るといいかもしれない。
○投票所の数を増やす。
○学生等は学校に投票所を設置する等。
○会場を明るく。
○わかりにくい。
○基本的に行く気はないので逆に回収して回ればいいと思う。
4　若者は、選挙・政治教育の改善をすれば、選挙にいくだろう。12人
○学校教育で政治や選挙に関する授業をもっと行う。
○10代のうちから選挙の重要性を教えていけばいいと思う。
○学生時代に学校の行事で選挙があったとしても、そこで彼らが何かが変わったということ
を実感できていないのだと思う。折角の機会なのだから選挙において自分の一票がどれだ
け大きい者かを学生時代に身にしみさせた方がいいと思う。
○一人ひとりがもっと政治に興味を持ち、1票の重要性をもっと理解すべきである。そのた
めにも、小学校くらいから、政治や選挙についての教育をもっと行い、小さいときから、
政治選挙に対して意識を根付かせることが必要だと思う。
○小中学校で選挙に関する特別授業をする。（模擬選挙）
○選挙の時期だけ騒ぐのではなく、普段から学校などでは選挙は自分の意思を政策に反映さ
せる手段だということを意識させるようにしたらいいと思います。自分と無関係ではない
と教えなければいけない。
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○政治に関心を持たせる。選挙啓発活動を実施する。（学内などで）
○市民が選挙権を獲得してきた歴史を子供の頃から教え、選挙権の不行使は、昔の人に対す
る義務違反だという意識を植え付ける。
○学校教育で選挙には行くものだと教える。
○意識改革、権利ではなく義務であると教え込むべきではないのか。学校生活のときに、もっ
と、関心を持たせるべきである。
○現代の20代はあきらめて、小学生・中学生の選挙に対する意識付けを行っていくのがいい
と思います。
○政治に興味を持たせる。選挙啓発活動の実施（学内など）
５　若者が求める政策・マニフェストを用意すれば選挙にいくだろう。9人
○若者が求めている政策をすればいいと思う。
○若い人が興味をもつような政策（良くも悪くも）をマニフェストに入れて大きく取り上げ
れば可能性はあると思います。
○現代の若者が理解出来る明確な公約、マニフェスト。
○若者に合致する政策（実現性のあるもの）を打ち出すこと。
○若者が飛びつくような革新的な政策が必要。若しくは逆に、明らかに若い世代の負担が増
えるような政策に若者が気づけるような制度を作るといいと思う。池上彰のようなかつ若
い人がテレビで話していたらみんな見るかも。AKBが政治解説してみるとか。もちろん偏っ
た刷り込みなしで。
○政治家が若者の興味を集めるような政策を行い、政治のイメージをより身近でわかりやす
いものにする。
○大学卒業後の雇用を何とかしてもらえれば今の選挙に若者は行くと思う。
○若者の未来を明るく！　就職できる‼
○若者にもわかりやすい公約を掲げる。
6　若者の共感を得られる候補者を用意すれば選挙にいくだろう。7人
○候補者は高齢層とばかり話をしていて若者にはしていない感じがある。
○若者の代弁者がいたらいいと思う。投票率が低いからと行って軽視すると、余計に興味を
失ってしまう。
○20代の超えも聞き、実行してくれるような若い候補者を増やす。
○20代、30代の人が積極的に立候補し、当選させようと思うこと。
○若い人がもっと立候補すれば、いくようになると思う。
○若い政治家を候補に入れ、年寄りっぽいことを言わないこと。
○若者に、（よい？）政治家がおり世の中が変わるということを証明する。
7　若者は、投票の重さを実感できるようにすれば、選挙にいくだろう。５人
○自分の票の重さが実感できれば行くと思う
○自分の身の回りに変化が起きるくらい、影響があれば行くと思う。誰がなっても大して変
わらないというイメージを変える。
○自分の投票で政治が変わると分かれば。
○投票することで変えられるという意識を持たせること。
○若者に意識させる。自身にメリットのあることだと思わせる。
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8　若者は、選挙運動を盛んにするなら、選挙にいくだろう。３人
○アメリカのように大々的に選挙を行って盛り上げれば、多少は増えるだろう。
○選挙の推進のためのタレントみたいなものを使う。もちろん、特定の政党を応援するもの
ではなく、選挙に行き、投票することを訴える。正しいからとか、義務だからというのは
若者を遠ざけると思う。
○ケータイで選挙活動ができるといいと思う。
9　若者はマスコミを操作すれば選挙にいくだろう。１人
○単純に投票率を増やすのならば、マスコミを操作する方が早いと思う。今の若者の情報現
は基本的にTVなので、TVでマスコミが政治を批判すればするほど政治が頼りなく思え、
関心がなくなります。
10　若者は現状に満足しているから投票に行かないので、酷い政治になれば投票にいくだろ
　　う。２人
○選挙に行かなければならないほど政治が腐敗すれば、現時点で何も考えていない有権者も
政党や候補者の投票を吟味して投票するのでは。
○若者が今の日本の政治に納得しているのであれば選挙に行く必要がなくなる。しかし、もっ
と政治経済の分かりやすい情報を与えれば考えが変化し投票にいくのかも知れない。
11　選挙にいかない若者は、投票を義務化し、罰則を設けなければいかないだろう。9人
○完全に義務化する、行かないと罰金を科す等の制度を作る。
○義務にして選挙に行かない者には何らかの罰を与える。無投票という票を作る。
○選挙に参加しなければならない。参加しない場合、罰を与えるというような法を創れば選
挙に行くと思う。
○教育or罰金=義務化
○選挙を義務化して、しっかりと罰則を設けるべきである。
○行かないと罰を受けるようにしたら。
○罰則を付ける。
○法制度で義務化。
○現状のままでは下がる一方なので、弊害が多いと思うが義務化することも一つの手ではな
いかと思う。
12　若者は、投票にいくことで何らかのメリットを与えられれば選挙にいくだろう。9人
○投票した人にはもれなくお金を配布すればいい。
○行くことにより報酬のようなものがもらえたりすれば行く人が増えると思う。
○選挙に来たら金一封をあげる。
○投票にいけばなにか特典がある。
○投票することの特典（割引券等）
○選挙にいくとお金が貰えるシステムを作る。
○税金が減るとか。
○景品とかをつける。
○また、投票すれば何らかの特典が貰えるような方法が分かりやすくてよいでしょう。余り
難解な方法は逆効果です。
1３　興味がない若者は、どうやっても投票には結局いかないだろう。５人
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○行かない人は何をしても行かないのでは。
○根本、行かない奴は、どうしたって行かない。
○難しいと思う。
○今の政治家の実態を若者は意外にしっかりみているので、どの人に投票しても同じだと考
えるため、選挙に行くくらいなら家でGAMEをしている方がよいと考える為、どうにもで
きない。
○まず同世代での会話などに選挙や政治についての話題があがらないので興味も湧かない
し、知識もないので難しい。
14　そもそも選挙にいくことは、本当にいいことなのか。１人
○選挙にいくことが一概にいいことではない。
おわりに
　本稿は、栃木県選挙管理委員会・明るい選
挙推進協議会において、2012年２月23日に行
われた年１回の講演会での講演内容を元に記
述したものである。
　最近の公職選挙における若者の投票率の極
端な低下は、全国の選挙管理委員会におい
て、重大な危機と捉えられてきた。幾つかの
都道府県選挙管理委員会では、その対策を検
討し、若者とのコンタクトの道を探ることと
なったと聞く。
　栃木県選挙管理委員会の話によれば、最近
の若年層の投票率低下への対策として、ま
ず、法学部のある白鷗大学において、学生達
の自主的な参加のもとに「栃っ子！選挙プロ
ジェクト」を立ち上げ、学生自身による選挙
啓発が積極的に行われるようになった。これ
を基盤として、県内の他大学等にもこのよう
な運動が展開されつつあるとのことである。
白鷗大学での学生の活動は、総務省の「常時
啓発事業のあり方等研究会」最終報告にも、
若者の選挙啓発の活動事例として紹介される
こととなった。そして、今回の講演及び協議
会委員についてもまた、その学生達が筆者を
推挙したとのことで、選挙管理委員会から依
頼があり、積極的な学生達の行動に驚きつつ
もこれに応じることにした。
　そのような経緯があったので、講演テーマ
を若者の投票行動に絞ることとした。アン
ケートを実施してみると、若者の政治的態度
は、従来考えられてきたような、ひたすら政
治に背を向け無関心な若者というネガティブ
なイメージとは懸け離れたもっと前向きなも
のであった。そこに、政治について感受性や
応答性のきわめて高い、積極性のある若者像
が浮かび上がってきた。それは、政治離れの
主要因が、若者側にあるのではなく、現在の
選挙制度と政治体制にあることを確信させる
ものである。政治離れは社会の病理現象とい
えるが、ある意味では原因があって生じる有
権者の健全な反応が若々しい感受性によって
増幅されたものであるのだろう。若者を中心
として、政治を見放している有権者は、適切
な情報の提供又は政治腐敗の是正が多少でも
実現する状況となるなら、それに呼応して即
座に投票に復帰すると確信するのである。過
去２回の衆議院総選挙や昨年の大阪市選挙な
どをみると、政策的な選択肢が明確であり、
強い政治的指導性を期待する政治家が選挙を
主導する場合には、その公約が妥当であるか
その政治家が信頼できるかは別として、その
投票率は大幅に改善するのである。
　この講演及び執筆の機会を作ってくれた学
生諸氏、包容力と行動力のある栃木県選挙管
理委員会及び明るい選挙推進協議会の諸氏、
アンケートに快く応じていただいた113名の
学生諸氏に心から御礼申し上げる。
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附録
１　アンケート質問票とまとめ
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２　栃木県明るい選挙推進協議会CM絵コンテ
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（栃木県選挙管理委員会事務局の了解を得て掲載）
